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第2号

長野県議会長野県議会

会派だより会派だより

　
九
月
定
例
県
議
会
は
、
９
月
27
日
開
会
し
、
10
月
15
日
ま
で
の
19
日
間
の
会
期
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
台
風
や
中
越
沖
地
震
の
災
害
復
旧
費
を
中
心
と
し
た
13
億
円
余
の
補
正
予
算
案
、
県

税
を
コ
ン
ビ
ニ
で
も
納
税
で
き
る
よ
う
に
す
る
県
税
条
例
の
一
部
改
正
案
、
人
事
委
員
会

委
員
、
教
育
委
員
会
委
員
の
選
任
の
人
事
案
件
な
ど
全
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
会
の
名
に
お
い
て
「
地
方
が
真
に
必
要
と
す
る
道
路
の
整
備
促
進
に
関
す
る

意
見
書
」
な
ど
を
採
択
し
ま
し
た
。

ど

復
害
災災

震
地

台
風
台

どどど

害
復

災

震
地

風
台13

決決決決決決決決

どどどどどどどどどどどどどどどど
ななななな
ど
な
ど
なな
ど
な
どどどどど
ななななななな
どどどどどどどどどどどどどどどどど
なななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななな
旧旧旧旧旧旧旧旧旧旧旧旧旧旧旧旧旧旧
復復復復復復復復復復復復復復復
害
復
害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害
災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災
の
災
の
災
の
災
ののののののののののの
災災災
のののののののののののののののののののののののののの
震
の
震
ののののの
震震震震震震震震震震震
地地
震
地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地

風
・
地地地
・・・・・
地地地地地
・・・
風風風風風
・・・・・・
風風風風風風風風風
台台
風
台台台
風風風
台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台
風
・
地
震
の
災
害
復
旧
な
ど

33333113333333333331313

決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決
可
決決決
可
決
可可
決決
可
決
可
決
可可
決
可可可可可可可可可可可可可可可可可可可可
ををををををををををををををををををををををををををををををを
案
をををを
案
を
案
をををををををををををを
案
をを
案
を
案
をを
案案
を
案案案案案案案案案案案案案案案案案案
議議議議議議議議議議
全全全全全全全全全全全全全全
等
全
等
全
等等
全
等
全全
等
全
等
全
等等等等等
全
等
全
等
全全全
等
全
等等
全
等等等等等等等等等等等等等等等等等
算
等
算
等
算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算
予
算
予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予
正正正正正正正正正正正正正正正
補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補
の
補
の
補
ののの
補
のの
補補
ののののののののののののののののののののののののののののののの
余余
の
余余余
ののの
余余
の
余
ののの
余余余余余余余余余余余余余余余余余余余余余余余余余余余余余余余余余余
円
余
円円円
余余余
円
余
円円円円
余余余余余
円
余
円円
余余
円円円円円円円円円
億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億
円
余
の
補
正
予
算
等
全
議
案
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可
決
9月定例会

各
委
員
会
の
審
議
論
点

中
部
横
断
自
動
車
道
や

　
神
流
川
発
電
所
を
視
察

　
小
島
議
員
は
、
中
山
間
地

で
も
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け

る
た
め
、
個
人
の
財
産
へ
の

災
害
復
旧
支
援
、
道
路
の
改

良
の
推
進
、
入
札
制
度
の
改

善
、
地
域
間
格
差
の
解
消
を

訴
え
ま
し
た
。

　
高
島
議
員
は
、
産
科
医
不

足
の
背
景
、
医
師
の
勤
務
実

態
を
質
し
、
院
内
助
産
所
を

は
じ
め
お
産
の
環
境
整
備
と

助
産
師
の
活
用
、
こ
ど
も
に

か
か
る
施
策
の
推
進
体
制
の

強
化
等
を
訴
え
ま
し
た
。

　
下
沢
議
員
は
、
診
療
科
名

の
見
直
し
の
問
題
点
を
質
し
、

大
学
や
医
師
会
と
の
連
携
の

強
化
を
要
請
。
ま
た
、
保
健

医
療
計
画
の
成
果
を
確
認
し
、

輸
血
用
血
液
の
確
保
な
ど
に

言
及
し
ま
し
た
。

　
寺
島
議
員
は
、
台
風
９
号

に
よ
る
倒
木
被

害
が
多
い
こ
と

の
原
因
を
質
し
、

電
力
会
社
も
含

め
た
「
対
策
会
議
」

の
設
置
を
確
認
。

高
校
の
適
正
規

模
と
来
年
度
募

集
定
員
に
つ
い

て
も
質
し
ま
し

た
。

　
竹
内
議
員
は
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
の
指
針

の
策
定
、
文
化

芸
術
振
興
の
た

め
の
条
例
ま
た

は
ビ
ジ
ョ
ン
の

策
定
、
中
期
計

画
に
お
け
る
県
民
参
加
の
事

業
評
価
制
度
に
つ
い
て
提
案

し
ま
し
た
。

　
森
田
議
員
は
、「
森
林
税
」

に
関
し
て
水
源
を
利
用
し
て

る
152
発
電
所
に
協
力
を
求
め

る
よ
う
提
案
。
鳥
獣
被
害
対

策
で
は
県
下
148
地
域
の
鳥
獣

保
護
区
の
改
廃
と
縮
少
の
見

直
し
を
強
く
訴
え
ま
し
た
。

　
宮
澤
議
員
は
、
廃
棄
物
処

理
施
設
の
問
題
や
災
害
時
の

業
務
継
続
に
つ
い
て
質
問
。

産
業
高
校
の
設
備
や
機
器
の

更
新
が
要
望
の
四
分
の
一
ほ

ど
し
か
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

を
厳
し
く
追
及
し
ま
し
た
。

　
各
委
員
会
と
も
10
件
前

後
の
課
題
に
つ
い
て
議
論
し

て
き
ま
し
た
。
中
か
ら
各
３

つ
の
項
目
を
抽
出
し
て
み
ま

し
た
。  

★
文
教
・
企
業
委
員
会

・
高
校
再
編
地
域
合
意
の
あ

り
方
に
つ
い
て

・
い
じ
め
に
関
す
る
体
系
的

指
導
に
つ
い
て

・
公
営
電
気
事
業
の
民
営
化

に
つ
い
て

★
土
木
・
住
宅
委
員
会

・
地
域
状
況
を
考
慮
し
た
入

札
制
度
改
革
に
つ
い
て

・
浅
川
ダ
ム
水
理
模
型
実
験

対
応
に
つ
い
て

・
信
州
型
エ
コ
住
宅
の
具
体

化
に
つ
い
て

★
商
工
・
観
光
委
員
会

・
商
工
部
・
観
光
部
の
数
値

目
標
に
つ
い
て

・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

へ
の
支
援
に
つ
い
て

・
廃
棄
物
の
適
正
処
理
の
確

保
等
に
関
す
る
条
例
対
応

に
つ
い
て

★
農
政
・
林
務
委
員
会

・
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対

策
と
加
入
要
件
緩
和
対
応

・（
仮
称
）
森
林
税
に
つ
い
て

・
野
生
鳥
獣
被
害
対
策

★
社
会
・
衛
生
委
員
会

・
福
祉
人
材
確
保
と
処
遇
に

つ
い
て

・
産
科
医
確
保
と
助
産
師
の

活
用
、
院
内
助
産
所
対
応

・
県
と
し
て
の
Ｂ
Ｓ
Ｅ
対
策

に
つ
い
て

★
総
務
・
警
察
委
員
会

・
県
庁
（
本
庁
）
組
織
の
再

編
に
つ
い
て

・
中
期
総
合
計
画
と
知
事
の

意
志
に
つ
い
て

・
指
定
管
理
者
制
度
の
実
態

に
つ
い
て

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

◎
請
願
・
陳
情
審
査
結
果

　
請
願
は
採
択
７
件
、
不
採

択
１
件
、
継
続
９
件
。
陳
情

は
採
択
55
件
、
不
採
択
４
件
、

継
続
37
件
。
陳
情
不
採
択
の

１
件
は
本
会
議
に
て
継
続
審

査
と
な
り
ま
し
た
。

七
人
が
一
般
質
問

医
師
確
保
、中
期
総
合
計
画
、

「
森
林
税
」
な
ど
活
発
に
議
論

宮澤　宗弘（安曇野市）

小島　康晴（飯田市）

　島　陽子（長野市）

決算特別委員

竹内　久幸（長野市）

小島　康晴（飯田市）

下沢順一郎（松本市）

公共交通対策特別委員

　今議会では、平成18年度決算を認定す
るための「決算特別委員会」と、長野以北
並行在来線の存続問題や松本空港活性化等
に取り組むための「公共交通対策特別委員会」
が設置され、「改革・緑新」からそれぞれ3
名が選任されました。

　
今
回
の
会
派
の

県
内
視
察
は
東
信

方
面
へ
、
8
月
6
日
・

7
日
の
日
程
で
行

い
ま
し
た
。
調
査

項
目
は
「
中
部
横

断
自
動
車
道
の
進

捗
状
況
」
と
「
東
京

電
力
神
流
川
発
電

所
の
環
境
へ
の
取

り
組
み
状
況
」
等

で
す
。

　
「
中
部
横
断
自

動
車
道
」
に
つ
い
て

は
、
東
日
本
高
速

道
路
㈱
佐
久
管
理

事
務
所
に
て
説
明

を
聞
い
た
後
、
佐
久

I
C
か
ら
佐
久
南
I
C
ま
で

現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
区
間
は
用
地
買
収
率
も

92.

7
％
進
み
、
平
成
18
年

9
月
に
は
追
加
Ｉ
Ｃ
連
結
許

可
が
お
り
て
い
ま
す
。
今
後

大
き
な
進
展
が
望
め
ま
す
。

　「
神
流
川
発
電
所
」
は
南

相
木
村
に
あ
り
、
群
馬
営
業

所
の
担
当
者
か
ら
現
地
説
明

を
受
け
ま
し
た
。
環
境
へ
の

配
慮
が
す
ば
ら
し
く
、
ダ
ム

は
中
央
土
質
遮
水
型
フ
ィ
ル

ダ
ム
で
す
。
平
成
17
年
に
1

号
機
が
運
転
開
始
し
て
お
り
、

今
後
さ
ら
に
2
号
機
か
ら

6
号
機
が
完
成
し
、
運
転
を

開
始
す
る
と
世
界
最
大
級
の

揚
水
式
発
電
所
と
な
る
と
の

こ
と
で
す
が
、
県
内
に
は
配

電
さ
れ
ま
せ
ん
。
と
て
も
残

念
な
こ
と
で
す
。

議
会
開
会
中
は
様
々
な
陳
情
・
要
望
等
を

お
受
け
し
ま
す
。（
改
革
・
緑
新
控
室
に
て
）

「
嫡
出
推
定
」
は
記
名
投
票 

　  

対
　 
で
可
決

30

27

　
一
般
質
問
最
終
日
の
10

月
5
日
に
開
い
た
本
会
議

で
は
、
議
員
等
提
出
の
16
の

意
見
書
を
可
決
し
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
、
我
が
会
派
か
ら

提
出
し
た
「
嫡
出
推
定
に
関

す
る
民
法
改
正
と
、
更
な
る

運
用
見
直
し
を
求
め
る
意
見

書
」
案
は
、
記
名
投
票
の
結
果
、

賛
成
30
票
、
反
対
27
票
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

　
提
案
者
の
一
人
、　
島
陽

子
議
員
が
登
壇
、
提
案
の
趣

旨
説
明
を
行
い
ま
し
た
（
＝

写
真
）。
民
法
7
7
2
条
に

あ
る
「
嫡
出
推
定
」
の
規
定

に
よ
っ
て
、
離
婚
後

3
0
0
日
以
内
に
生
ま

れ
た
子
が
「
無
戸
籍
」
と

な
り
公
的
サ
ー
ビ
ス
が

受
け
ら
れ
な
い
不
利
益

が
生
じ
て
い
る
状
況
を

述
べ
、
子
の
福
祉
が
保
障

さ
れ
る
立
場
か
ら
、
戸
籍

法
や
婚
姻
に
関
す
る
法

律
と
の
整
合
性
を
図
る

こ
と
、
現
実
に
即
し
た
法

改
正
を
求
め
る
と
同
時
に
、

改
正
ま
で
の
間
に
通
達
で
救

済
範
囲
を
広
げ
る
こ
と
、
親

子
関
係
の
不
存
在
確
認
の
家

事
調
停
お
よ
び
審
判
手
続
き

の
簡
略
化
見
直
し
を
要
請
す

る
よ
う
訴
え
ま
し
た
。

を設置
決 算 特 別 委 員 会
公共交通対策特別委員会

17意見書
を 議 決
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今
議
会
で
は
、
地
域
に
お
け
る
台
風
の
災
害
状
況
な
ど
も
ふ
ま
え
、
中

山
間
地
域
に
お
い
て
も
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
た
め
に
、
ま
た
、

ど
の
地
域
に
あ
っ
て
も
県
政
の
効
果
が
等
し
く
及
ぶ
よ
う
に
と
の
立
場

か
ら
、
以
下
の
項
目
に
つ
い
て
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

中
山
間
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に

各
圏
域
の
均
衡
あ
る
発
展
を
め
ざ
し
て

中
山
間
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に

中
山
間
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に

中
山
間
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に

各
圏
域
の
均
衡
あ
る
発
展
を
め
ざ
し
て

各
圏
域
の
均
衡
あ
る
発
展
を
め
ざ
し
て

各
圏
域
の
均
衡
あ
る
発
展
を
め
ざ
し
て
！！！！！！！！

999月県議会月県議会月県議会

一般質問一般質問一般質問

〒380-8570　長野市南長野字幅下692-2
電話(026)232-0087  FAX(026)231-5592
HP://www.kaikaku-ryokushin.com
E-mail:kaikaku-ryokusin@grace.ocn.ne.jp

長野県議会 改革・緑新
みなさまのご提言やご要望をお寄せ下さい。

県政県政県政県政県政レレレレレ政レ政レ政レ政レ政レポポポポポポレポレポレポレポレポーーポーポートトトトトトートート
小島康晴小島康晴小島康晴小島康晴小島康晴小小島康晴小島康晴ののののの晴の晴の晴の晴の晴の

OL 2OL 2VOVOトVトV

TEL・FAX（0265）23-5388飯田市高羽町3─1─7

被
災
し
た
個
人
の

被
災
し
た
個
人
の

住
宅
等
の
復
旧
支
援

住
宅
等
の
復
旧
支
援

に
つ
い
て

に
つ
い
て

道
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て
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て
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の
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格
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の

解
消
に
つ
い
て

解
消
に
つ
い
て

　
今
回
の
一
般
質
問
に
は
、
南
信
濃
の

有
志
の
皆
さ
ん
、
東
野
公
民
館
の
皆
さ

ん
に
傍
聴
に
お
い
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
忙
し
い
な
か
、
遠
路
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
今
回
は
地
域
の
課
題
を

中
心
に
し
ま
し
た
の
で
、
元
気
が
出
ま

し
た
。

　
機
会
が
あ
れ
ば
県
会
を
傍
聴
し
て
み

た
い
と
い
う
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
今
後
検
討
し
計
画
し
て
み
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

遠
路
傍
聴
に
お
い
で
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

遠
路
傍
聴
に
お
い
で
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

遠
路
傍
聴
に
お
い
で
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

遠
路
傍
聴
に
お
い
で
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
小
島
議
員
】
台
風
4
号
な

ど
に
よ
る
被
害
を
み
て
も
、

中
山
間
地
域
は
住
宅
の
数
が

少
な
く
、「
被
災
者
生
活
再

建
支
援
制
度
」
の
対
象
に
な

り
に
く
い
。
こ
の
ま
ま
で
は

災
害
の
た
び
に
地
域
が
崩
壊

し
か
ね
な
い
。
長
野
県
独
自

の
支
援
制
度
を
検
討
す
べ
き

だ
。

【
危
機
管
理
局
長
】
概
ね
５

年
に
１
回
と
い
う
制
度
見
直

し
の
時
期
も
迎
え
て
い
る
の

で
、
国
会
の
論
議
を
注
視
し

た
い
。
個
人
の
資
産
形
成
に

公
費
を
投
じ
る
こ
と
に
は
様
々

な
議
論
が
あ
り
、
慎
重
に
検

討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

【
小
島
議
員
】
県
が
管
理
す

る
道
路
の
「
改
良
率
」
の
差

が
大
き
す
ぎ
る
。
県
全
体
の

平
均
が
75.

7
％
な
の
に
飯

田
地
域
は
63.

1
％
で
あ
る
。

「
改
良
率
」
と
は
、
ど
の
よ
う

な
基
準
で
算
出
し
何
を
目
的

と
し
て
い
る
の
か
。
地
域
に

よ
っ
て
大
き
な
差
が
開
い
て

い
る
原
因
は
何
か
？
こ
の
差

を
縮
め
て
い
く
つ
も
り
は
あ

る
の
か
？

【
土
木
部
長
】「
改
良
率
」
と

は
、
道
路
構
造
令
に
基
づ
き

改
築
さ
れ
た
道
路
の
延
長
比

率
で
、
道
路
整
備
の
進
捗
度

合
い
を
判
断
す
る
上
で
基
本

と
な
る
数
値
の
ひ
と
つ
で
あ

る
。
飯
田
地
域
の
改
良
率
が

低
い
の
は
、
山
間
部
を
通
過

す
る
道
路
の
割
合
が
高
く
、

交
通
量
に
見
合
っ
た
整
備
を

し
て
も
改
良
率
に
は
反
映
さ

れ
に
く
い
か
ら
で
あ
る
。 

過
去
10
年
の
伸
び
は
県
の

平
均
を
上
回
っ
て
お
り
、
差

は
縮
め
て
い
る
。

【
小
島
議
員
】
県
民
の
生
命
・

財
産
を
等
し
く
公
平
に
守
る

と
い
う
観
点
に
立
っ
て
、
各

集
落
か
ら
病
院
へ
の
所
要
時

間
と
か
消
防
車
の
到
着
時
間

な
ど
、
新
た
な
基
準
で
道
路

整
備
を
進
め
て
格
差
を
解
消

す
べ
き
だ
。

【
土
木
部
長
】
道
路
は
医
療

や
減
災
の
み
な
ら
ず
、
産
業
、

福
祉
、
教
育
と
い
っ
た
あ
ら

ゆ
る
施
策
を
支
え
る
根
幹
的

な
施
設
で
あ
る
。
現
在
策
定

中
の
中
期
総
合
計
画
で
は
、

路
線
の
機
能
、
道
路
整
備
の

状
況
、
費
用
対
効
果
、
計
画

の
熟
度
と
い
っ
た
共
通
指
標

を
設
定
し
、
さ
ら
に
地
域
が

お
か
れ
て
い
る
現
状
や
道
路

固
有
の
課
題
も
加
味
し
た
上

で
総
合
的
に
評
価
し
、
整
備

箇
所
の
選
定
を
行
っ
て
い
る
。

【
小
島
議
員
】
災
害
復
旧
や

除
雪
で
地
域
に
貢
献
し
て
い

る
建
設
業
が
苦
境
に
立
た
さ

れ
て
い
る
。
災
害
復
旧
工
事

と
同
様
に
、
10
ブ
ロ
ッ
ク

ご
と
の
入
札
に
し
て
地
域
の

仕
事
は
地
域
の
業
者
に
任
せ

る
べ
き
だ
。
10
ブ
ロ
ッ
ク

の
入
札
で
具
体
的
に
何
か
問

題
が
あ
る
の
か
。

【
土
木
部
長
】
地
域
に
貢
献

し
て
い
る
企
業
に
配
慮
し
て

お
り
、「
総
合
評
価
落
札
方
式
」

で
は
約
９
割
を
地
元
企
業
が

受
注
し
て
い
る
。
災
害
復
旧

以
外
の
工
事
を
10
ブ
ロ
ッ

ク
に
変
更
す
る
こ
と
は
、
意

欲
あ
る
企
業
の
応
札
機
会
が

制
限
さ
れ
る
こ
と
や
、
参
加

可
能
な
企
業
が
限
ら
れ
る
こ

と
に
よ
る
競
争
性
や
透
明
性

の
確
保
が
懸
念
さ
れ
る
。

【
小
島
議
員
】
県
営
産
業
団

地
の
現
状
と
今
後
の
進
め
方

に
つ
い
て
、
各
圏
域
ご
と
公

平
に
配
置
す
べ
き
だ
。
市
町

村
の
同
様
の
取
り
組
み
に
も

県
と
し
て
支
援
す
べ
き
だ
。

【
商
工
部
長
】
３
つ
の
分
譲

中
の
団
地
の
処
分
を
全
力
で

進
め
た
い
の
で
、
新
し
い
団

地
の
整
備
に
着
手
す
る
環
境

に
は
な
い
。
市
町
村
の
取
り

組
み
へ
は
、
許
認
可
等
の
手

続
き
を
迅
速
に
す
る
な
ど
、

き
め
細
か
な
支
援
を
行
い
た

い
。

【
小
島
議
員
】
2
0
0
万
県

民
が
、
ど
こ
の
地
域
に
住
ん

で
い
て
も
、
そ
の
生
命
・
財

産
の
価
値
は
同
じ
は
ず
で
あ

り
、
県
土
の
バ
ラ
ン
ス
あ
る

発
展
を
め
ざ
す
よ
う
、
中
期

総
合
計
画
に
格
差
解
消
を
明

確
に
位
置
づ
け
る
べ
き
だ
。

【
村
井
知
事
】
山
間
地
域
の

深
刻
な
状
況
は
認
識
し
て
い

る
。
中
期
総
合
計
画
の
策
定

に
あ
た
っ
て
は
、
産
業
の
振

興
と
と
も
に
、
福
祉
・
医
療
・

教
育
と
い
う
住
民
に
身
近
な

サ
ー
ビ
ス
が
偏
り
な
く
提
供

さ
れ
、
県
民
が
安
心
し
て
暮

ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
、
各

地
域
の
現
状
、
特
色
を
踏
ま

え
た
、
県
土
の
均
衡
あ
る
発

展
を
め
ざ
し
た
い
。

　
文
教
企
業
委
員
会
の
調

査
で
、
伊
那
、
稲
荷
山
、
小

諸
の
、
そ
し
て
個
人
的
に

飯
田
の
養
護
学
校
に
伺
い

ま
し
た
。

　
各
校
の
生
徒
の
数
、
特

に
高
等
部
の
生
徒
の
数
が

増
え
て
お
り
、
10
年
前
の

５
割
増
し
で
パ
ン
ク
状
態

で
す
。
プ
レ
ハ
ブ
の
教
室

で
し
の
ぐ
等
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
稲
荷
山
で
は
、

素
晴
ら
し
い
施
設
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ハ
ン
デ
の
あ

る
皆
さ
ん
に
少
し
で
も
い

い
施
設
を
と
思
い
ま
す
が
、

既
存
の
施
設
と
の
大
き
な

格
差
に
は
首
を
傾
げ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
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校

課
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養

多
い
養
護
学
校

新築された稲荷山養護学校

　
教
育
委
員
会
関
係
で
は
、

高
校
改
革
の
そ
の
後
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
質
し
、
11

月
に
は
校
長
会
の
中
間
ま
と

め
が
公
表
さ
れ
る
予
定
と
の

こ
と
で
し
た
。

　
補
正
予
算
に
関
し
て
は
、「
保

育
対
策
等
促
進
事
業
」
の
現

場
へ
の
影
響
に
つ
い
て
質
し

ま
し
た
。 

　
さ
ら
に
、
策
定
中
の
「
ス

ポ
ー
ツ
振
興
計
画
」
と
中
期

総
合
計
画
と
の
整
合
性
に
つ

い
て
、
養
護
学
校
の
在
り
方
、

難
聴
学
級
へ
の
支
援
、
産
業

高
校
の
施
設
整
備
、
中
高
人

事
交
流
等
に
つ
い
て
質
問
し

ま
し
た
。

　
機
構
改
革
で
、
保
育
部
門

が
社
会
部
に
戻
る
こ
と
な
ど

に
つ
い
て
も
見
解
を
求
め
ま

し
た
。

　
ま
た
、
企
業
局
関
係
で
は
、

水
道
事
業
の
市
町
村
へ
の
移

管
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い

て
質
し
ま
し
た
。

「
文
教
企
業
委
員
会
」

 

で
は
…

　
８
月
８
日
に
は
、
同
じ
会

派
の
下
沢
議
員
、
高
島
議
員

に
来
援
い
た
だ
き
、
飯
田
市

公
民
館
で
県
政
報
告
会
を
行

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
８
月
22
日
に
は

南
信
濃
地
区
（
学
習
交
流
セ

ン
タ
ー
）
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
９
月
25
日
に
は
松
尾
公

民
館
、
10
月
25
日
に
は
伊

賀
良
公
民
館
で
開
催
し
ま
し

た
。

　
多
く
の
皆
さ
ん
に
参
加
い

た
だ
き
、
貴
重
な
ご
意
見
や

ご
質
問
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
の
活
動
の
中
で
活
か
し

て
い
き
、
課
題
は
少
し
で
も

解
決
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

各
地
域
で
県
政
報
告
会

各
地
域
で
県
政
報
告
会

を
行
っ
て
い
ま
す

を
行
っ
て
い
ま
す

来る１２月１日午後２時半から、
シルクホテルにて、
県政報告会を開催いたします。
多くの皆様のご出席を
お願いいたします。

本会議で一般質問を行う小島康晴議員

お知らせ

傍聴いただいた皆さんと議会棟前にて
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